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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年4月2日(2020.4.2)

【公開番号】特開2019-56649(P2019-56649A)
【公開日】平成31年4月11日(2019.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2019-014
【出願番号】特願2017-181794(P2017-181794)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｓ   5/02     (2010.01)
   Ｅ０５Ｂ  49/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  25/24     (2013.01)
   Ｈ０４Ｑ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｓ    5/02     　　　Ｚ
   Ｅ０５Ｂ   49/00     　　　Ｊ
   Ｂ６０Ｒ   25/24     　　　　
   Ｈ０４Ｑ    9/00     ３０１Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月18日(2020.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　上述した、携帯機２の所在位置の判断は、所定の判定式に基づいて行われる。斯かる判
定式は、予め行われた受信信号強度の測定結果から算出される。
　携帯機２は、送信アンテナ３１，３２，３３から送信される信号に対する受信信号強度
を、車内及び車外における複数箇所にて測定する。車内及び車外で携帯機２によって測定
された結果を、２次元座標系として共に表す。このような２次元座標系上の測定結果の分
布から、車内で測定された結果と、車外で測定された結果とを区画する式を求め、斯かる
式を、携帯機２の所在位置の判断における判定式として用いる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　図２（Ａ）では、車内で測定された結果に係る座標点と、車外で測定された結果に係る
座標点とが混在しない２次元分布を示す。図２（Ａ）の場合は、斯かる座標点の２次元分
布から、車内で測定された結果（座標点）と、車外で測定された結果（座標点）とを区画
する判定式（図２（Ａ）中の実線で表す）を簡単に求めることができる。
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